
◆表紙デザインと画像◆

デザイン要素に取り入れています「正六角形」は玄武すなわち亀の甲羅を表し、長寿のシンボルとして古来より尊ばれた紋様です。
なお、高速増殖原型炉「もんじゅ」と高温工学試験研究炉「HTTR」の燃料体も正六角形です。
　画像は、原子力機構核図表 2014 の概観図（左上）と第 8次走行サーベイによる空間線量率分布（右下）です。
　前者は、原子力機構で新たに作成した核図表 2014 の概観図です。これまで実験的に確認された 3150 核種を掲載しています。
本成果はA4版の畳折り 16 ページの冊子体として関連研究機関や教育機関に広く配布しています（第 3章トピックス 3-7, p.47）。
　後者は、2014 年 6 月から 8月までの期間に実施した走行サーベイ等による空間線量率の実測結果で、事故後に得られた他の実測
結果と比較解析を行って、福島県における空間線量率の減少の程度を明らかにしました（第 1章トピックス 1-1, p.13）。
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原子力機構核図表2014の概観図
（トピックス3-7）

第８次走行サーベイによる空間線量率分布
（トピックス1-1）
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原子力機構核図表 2014

陽子ドリップ線（実験）

中性子ドリップ線（実験）

核図表2014の実際の掲載範囲

掲載データ：2014年6月末までのもの

実験的に確認された原子核

30 日 ≦ T1/2 ＜  5·108 年
10 分 ≦ T1/2 ＜  30 日

10-20 秒 ≦ T1/2 ＜  10 分
T1/2 ＜ 10-20 秒

半減期が測られていない原子核
（理論予測半減期を掲載）

存在が予測されている原子核
（KTUY質量模型計算）
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